
地区名 山の手地区   地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R７年度用）                                       令和 ８年 1 月 ２９ 日 

 １明るく元気な地域づくり ２安全で安心な地域づくり ３健康で豊かな地域づくり ４相談しやすい体制づくり 

今
年
度
の
取
り
組
み 

・山の手ふれあいまつり 

・インスタグラムの活用（山の手ふれあ

いまつり） 

・小須戸中学校総合学習（認サポ、ＳＤ

Ｇｓと福祉） 

・フリースペース山の手 

・歳末見守り事業打ち合わせ、訪問 

・防災学習会、防犯パトロール 

・防災訓練（各町内会） 

・茶の間移動支援（ふれあいの杜） 

 

・敬老会 

・地域の茶の間「いこてば  こいてば 

ふれあい会館」 

・ワンコインこいてば酒場 

・山遊山ハイキング 

・地域と学校合同美化活動（花いっぱい

運動） 

 

・地域福祉懇談会 

・やろうてば助けあい事業、人知笑会 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

   

取
組
ん
で
み
て
の
課 
題 

（山の手ふれあいまつり） 

・２０周年記念の花火も、燃えカスが少

し飛んだが、苦情はなかった。 

（茶の間移動支援） 

・茶の間の参加者を集めるにはどうす

ればよいか。 

・ふれあいの杜をしては、茶の間への往

路は対応できる。車の手配が難しい。 

・今後、移動の希望が増えた場合、車両

を貸し出す側（事業所）の負担が増えな

いか心配。 

 

 

 

 

 

 

 

（敬老会） 

・参加する方が激減した。 

・敬老会事業は今年で終了となる。 

・継続してほしいとの意見もあったが、

予算が厳しい。 

（花いっぱい運動） 

・花が多く、水やりが大変である。駅近

くでは担い手が少ない。 

（やろうてば助けあい事業、人知笑会） 

・スタッフが高齢になってきた。利用す

る側の件数も減ってきた。 

・山の手の会員がいなくなり、スタッフ

も高齢化となっている。 

・コミ協通信に記事掲載してもPRにな

りにくい。 

小須戸中学校総合学習 

いこてば こいてば ふれあい会館 地域福祉懇談会 

ふれあいまつり 



 １明るく元気な地域づくり ２安全で安心な地域づくり ３健康で豊かな地域づくり ４相談しやすい体制づくり 

取
り
組
ん
で
み
て
の
評 
価 

（山の手ふれあいまつり） 

・山の手ふれあいまつりは当初から防

災をテーマとして行っている。 

・災害といったいざというときの助け

合いにつながる大切な行事である。 

・学校の先生方も参加していただいて

いる。 

・あいにくの天候だったが、参加者も多

く大変盛り上がった。 

・子どもたちだけでなく、保護者も多か

った。 

・子どもたちが企画から「参画」してい

る。そのことがイキイキしたイベントと

なっている。関わった子どもたちは中

学生になっても活発的である。 

（フリースペース山の手） 

・今年度から取り組みを始めた。 

・継続して実施していく。 

（茶の間移動支援） 

・移動支援を利用する方も徐々に増

え、順調に実施できている。 

・車両を借りているふれあいの杜には

大変感謝している。 

・この取り組みが他の事業所へも波及

するとよい。 

→地域と施設、事業所の協力のしくみ

ができている 

（ワンコインこいてば酒場） 

・男性の参加も多い。 

・夫婦で参加している方もいる。 

・ワンコインで気軽に楽しめる。参加者

も喜んでいるので、来年度もぜひ開催

したい。 

・退任された民生委員等、スタッフも少

しずつ増えている。 

（山遊山ハイキング） 

・来年度は 4/3 に実施予定である。 

（花いっぱい運動） 

・花植え、水やりを施設、事業所と一緒

に協力して実施できた。おかげでみん

なが元気になった。 

→地域と施設、事業所の協力のしくみ

ができている 

（天ヶ沢自治会） 

・自治会と民生委員で情報共有して、

必要な世帯には除雪支援を行ってい

る。 

（松ヶ丘自治会） 

・有志の会で青年会の取り組みとして、

高齢者宅の庭木剪定に無料で協力して

いるが、困りごとにも個別に地域に依

頼しない人も増えてきた。 

（やろうてば助けあい事業、人知笑会） 

・１時間で８００円～１０００円で行って

いる。 

・依頼者は山の手地区に多いが、庭木

剪定やちょっとした修繕などは舟戸地

区が多い。 

→自治会からも活動の周知をする 

5
年
間
の
評
価 

 

 

 

 

 

 

 

   

各基本目標に向け、計画書に書かれていることに取組んだかどうかで評価し、懇談会に参加した地域の皆さんがお一人ずつ評価してくださいました。 
A＝80％以上取組めた（新規活動や既存活動の工夫を行った） B＝50％の取組み（既存の取組みの継続） C＝30％の取組み（道半ば・やめてしまった）D＝全く取り組めなかった 

※グラフは、評価をつけた方の人数の割合です。 



地
域
に
残
る
福
祉
課
題 

（高齢者の集い・地域参加に関して） 

•高齢者にとって、敬老会に代わる集いの場があるとよい。 • 自治会では後期高齢者の数が増加している。 

→引き続き、防災や困ったときの助け合いを考えたい 

•自治会の意義が薄れてきている。特に若い人たちはその目的がうまく伝わっていない。 • （退職後等の）６０代の人は福祉への参加が少ない。 

•一部では「近所の人がいなくても自分一人で大丈夫である」と考えている人もいるかもしれない。 

まとめ： 

高齢化が進む一方で、自治会や地域活動の意義が若い世代に伝わりにくく、60 代を含む中間世代の参加が少ない。相互扶助の意識も弱まりつつあり、 

高齢者が気軽に集える場や、世代を超えた関わりやすい地域参加のきっかけづくりが求められている。 

（子どもや福祉教育に関して） 

•子どもが行事やイベントに参加するとその保護者も参加する。周知にデジタルを活用していく。 

•福祉教育は自分たち地域の話しである。授業から実践につなげられるためにも、実感のある話しを伝える。 

•福祉教育で子どもたちに伝え、そのときに感じたことを続けていくしくみがない。（授業だけで終わっているのでもったいない） 

まとめ： 

子どもを中心として地域参加を広げる可能性がある一方、福祉教育が授業だけで終わり、実践にうまくつながる継続的な仕組みが不足している。デジタルを 

活用した周知や、地域の実情を伝える教育の強化が必要である。 

（生活支援・移動支援・地域資源の持続性に関して） 

•移動支援では大きい車両が提供しづらくなってきている。調整が必要になる。 •困っていることの情報共有ができていない。 

•除雪やゴミ出しのしくみが自治会でできるとよい。→助け合いの単位はまずはご近所から！ 

•せっかく今ある「人知笑会」を持続可能な形を目指していきたい。→そのためにはどのようにしたら協力員を増やすことができるか。 

まとめ： 

移動支援の車両確保が難しくなっている一方で、住民の困りごとは共有されにくく、潜在的なニーズが支援につながらない状況がある。除雪やゴミ出しなど 

身近な生活支援をご近所単位で助け合える仕組みづくりは理想であり、生活支援を担っている「人知笑会」を持続可能にするためにも、協力員を増やし、 

地域全体で支え合う体制を整えていくことが重要となっている。 

 

［参加者］ 

 山の手コミ協：横山会長、荏原副会長、保科事務局長 (福祉部)五十嵐部長、 (環境部)高野部長 (健康スポーツ部)五十嵐部長、小合・金津・小須戸圏域支

え合いしくみづくり会議：桒山構成員、在宅介護支援センターこすど蒼丘の里：澤田、ふれあいの杜：樋口、ワークセンターほほえみ：又地施設長  

秋葉区社協：秋山事務局長補佐、出口（地区担当）、岡村(支え合いのしくみづくり推進員) 


